
 

じゅんじょやようすを考えよう（２年） 

さけが大きくなるまで 

 

●指導目標 

  「さけが大きくなるまで」を順序に気をつけて読み，さけが川にもどりたまごを

生み，成長していく様子についての知識を得ると共に，身近な生き物についての関

心をもつことができる。  
（１）態度  

 △  さけがどのように成長するかに関心をもちながら読もうとすること。〈読む〉 
 △  時間的な順序に気をつけて内容を正しく読もうとすること。〈読む〉  

 （２）技能  
○ 時間的な順序に気をつけて大事なところを落とさずに正しく読み取ること。  

〈読む〉〈書く〉  
 （３）言語事項  

● 順序を表す言葉のはたらきを理解すること。  
● 新出漢字や読みかえ漢字を読むこと。  

 

●教材について 

（１）児童の実態  
技能の習熟度  

 ○ 時間的な順序に気をつけて大事なところを落とさずに正しく読み取る。  
   ア．時間的な順序に気をつけて大事なところを落とさずに正しく  
     読むことができる。・・・・・・・・・・・・・・１１名  
   イ．時間的な順序を表す言葉はおさえることはほぼできているが，内容の読み

取りが不十分である。・・・・・・・・１３名  
   ウ．時間的な順序がとらえられず，内容が正しく読み取れない。・・・・２名  
 
 
     
 

（２）習熟度に応じた学習シートの開発  
○ 習熟度と学習方法との関連  

時間的な順序に気をつけて大事なところを落とさずに正しく読み取る技能に

ついて   
  ♥ 大事なところを落とさずに正しく読み取ることができる児童は，学習方法

を確認してから自由に記載できるシートで学習する。  
  ♦ 時間的な順序はほぼおさえられているが，内容の読み取りが不十分な児童

には内容を正しく読み取ることができるリード文の書いてあるシートで

学習する。  
  ♠ 内容が正しく読み取れない児童は内容を細かく分けて，リード文をつけた

シートで学習する。  
（３）シート選択予想人数（児童数 26 名）  

♥コース ♦コース ♠コース 

４人 １３人 ９人  

ほとんどの児童が，おおまかな内容を読み取ることができる。教材文から時間的

な順序を的確におさえて，正しく内容を読み取ることが十分にできない児童が多

いので，時間的な順序を表す言葉をおさえて，内容を正確に読み取るようにする。
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●学習指導計画（全９時間）

過
行動目標 課 題 学習評価程

と
時
間

全文を直観的に読んで，時間 観点 時間的な順序に気をつけ

直 的な順序に気をつけて内容の大 海にすむさけは，どこで生ま て，さけが大きくなるまでの内

観 体を次のように書いたり話した れ，どのように大きくなります 容の大体を直観的に読み取るこ

読 りすることができる。 か。 とができたか。

み 基準 行動目標による

・秋になるころ，大人のさけは 方法 条件法による自己評価〈学習シート〉

第 卵を産みに海から川にくる。 Ａ…時間的な順序をおさえ，シート１（略）

１ ・川上で卵を産む。 課題に合った答え方をして

・ ・冬の間に，さけの赤ちゃんが いる。

２ 生まれる。 Ｂ…卵を産み、さけが大きく

時 ・春になると，さけの子どもた なる様子のおさえ方に過不

ちは海に向かって川を下る。 足がある。

・さけの子どもたちは，川口の Ｃ…課題に合った答え方がで

ところで暮らす。 きていない。

・海の水に慣れてくると，海で

の暮らしが始まる。

・卵を産むときは川へ戻る。

第２～３段落を読んで，時間 観点 時間的な順序に気をつけ

分 的な順序に気をつけて大事なこ 大人のさけはどのように川上 て，さけが川上を上り卵を産む

析 とを落とさずに正しく読み取り にたどりつくでしょうか。 様子を正確に読み取ることがで，

読 さけが川上にのぼり，卵を産む やがてさけはどのようなじゅ きたか。

み 様子を書いたり話したりするこ んじょでたまごをうむでしょう 基準 行動目標による

とができる。 か。 方法 条件法による自己評価

Ａ…川上を上る様子，卵を産

・大人のさけはいきおいよく川 む様子を正確におさえてい〈学習シート〉

第 を上り，３メートルぐらいのた る。シート２（略）

３ きでものりこえて，川上にたど Ｂ…川上を上る様子，卵を産

時 りつく。 む様子のおさえ方に過不足

・水のきれいな川上で，さけは がある。

おびれをふるわせて川ぞこをほ Ｃ…課題に合った答え方がで

る。ふかさが５０センチメート きていない。

ルぐらいになるとそのあなにた

まごをたくさんうんで，うめて

しまう。

分 第４段落を読んで，時間的な 観点 時間的な順序に気をつけ

析 順序に気をつけて大事なことを 生まれたばかりのさけの赤ち て，卵から赤ちゃんが生まれて

読 落とさずに正しく読み取り，卵 ゃんはどのようなようすですか 小魚に成長する様子を正確に読。

み から赤ちゃんが生まれて小魚に やがて，それらはどのようにせ み取ることができたか。

成長するようすを書いたり話し い長していきますか。 基準 行動目標による
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第 たりすることができる。 方法 条件法による自己評価

４ Ａ…赤ちゃんの様子と，成長〈学習シート〉

時 ・生まれたばかりさけの赤ちゃ する様子を正確におさえてシート３（最終ページ参照）

んは，大きさは２センチメート いる。

ルくらいで，赤いぐみのような Ｂ…赤ちゃんの様子と，成長本

ものをおなかにつけている。 する様子のおさえ方に過不時

・やがてぐみのようなものがな 足がある。

くなり，３センチメートルぐら Ｃ…課題に合った答え方がで

いの小魚になる。 きていない。

第５～６段落を読んで，時間 観点 時間的な順序に気をつけ

分 的な順序に気をつけて大事なこ さけの子どもたちははどのく て，さけの子どもが川を下り，

析 とを落とさずに正しく読み取り らいの大きさで，どのように川 川口でくらすようすを正確に読，

読 さけの子どもが川を下り，川口 を下っていくでしょうか。 み取ることができたか。

み でくらす様子を書いたり話した 川を下ったさけの子どもたち 基準 行動目標による

りすることができる。 は，どこでくらし，どのくらい 方法 条件法による自己評価

・さけの子どもたちは，５セン せい長しますか。 Ａ…さけが川を下る様子，川

チメートルぐらいになると，水 を下ってきた時の様子を正

第 にながされながら，いく日もい 確におさえている。〈学習シート〉

５ く日もかかって川を下っていく Ｂ…さけが川を下る様子，川。 シート４（略）

時 ・さけの子どもたちは１ヶ月く を下ってきた時の様子のお

らいの間，川の水と海の水がま さえ方に過不足がある。

じった川口のところでくらす。 Ｃ…課題に合った答え方がで

その間に１０センチメートルく きていない。

らいの大きさに成長する。

第７～８段落を読んで，時間 観点 時間的な順序に気をつけ

分 的な順序に気をつけて大事なこ 広い海でのくらしがはじま て，海でくらすさけの様子を正

析 とを落とさずに正しく読み取り ったの は，さけがどんなよう 確に読み取ることができたか。，

読 海でくらすさけの様子を書いた すになったときですか。 基準 行動目標による

み り話したりすることができる。 方法 条件法による自己評価

さけは海でどのようにせい Ａ…さけの広い海での成長の

。・海の水になれて体がしっかりし 長していきますか。 様子を正確におさえている

第 Ｂ…さけの広い海での成長のてきたとき，広い海でのくらしが

６ 様子のおさえ方に過不足がはじまる。

時 ・さけは海のたくさんの食べも ある。

のを食べてぐんぐんせい長する Ｃ…課題に合った答え方がで。 〈学習シート〉

きていない。シート５（略）

第９～１０段落を読んで，時 観点 時間的な順序に気をつけ

分 間的な順序に気をつけて大事な ぶじに生きのこって大きく て，たまごをうみにもとの川に

析 ことを落とさずに正しく読み取 なったさけは，その後どうな 帰るさけのようすを正確に読み

読 り，たまごをうみにもとの川に るでしょうか。 取ることができたか。

み 帰るさけの様子を書いたり話し 基準 行動目標による
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たりすることができる。 方法 条件法による自己評価

Ａ…無事に大きくなったさけ〈学習シート〉

第・ぶじに生きのこって大きくなっ がたまごをうみに自分の生まシート６（略）

７たさけは，３年も４年も海をおよ れたもとの川に戻ることが正

時ぎまわり，たまごをうむ時には， 確におさえられている。

北の海から自分が生まれたもとの Ｂ…無事に大きくなったさけ

川へかえってくる。 がたまごをうみに自分の生

まれたもとの川に戻ること

。のおさえ方に過不足がある

Ｃ…課題に合った答え方がで

きていない。

全文を体制的に読み，時間的 観点 時間的な順序に気をつけ

な順序に気をつけて，さけが成 海にすむさけが，どのように て，正確に読み取ることができ

体 長していく様子を，表や絵にま して大きくなったかをじゅんじ たか。

制 とめることができる。 ょよくまとめましょう。 基準 行動目標による

読 方法 条件法による自己評価

み 《さけの成長》 Ａ…さけの成長を，順序よく〈学習シート〉

１，秋に，さけはたまごをうみ まとめることができたか。シート７（略）

に，海から川へやってきて， Ｂ…さけの成長の様子をまと

水のきれいな川上で，たまご めるのに過不足がある。

をうんでうめる。 Ｃ…課題に合った答え方がで

第 ２，冬の間に，さけの赤ちゃん きていない 。。

８ が生まれる。

・ ３，春になるころ，５センチメ

９ ートルくらいになったさけの

時 子どもたちは，海にむかって

川を下っていく。

４，１ヶ月くらいの間，川口の

ところでくらし，１０センチ

メートルくらいの大きさにな

る。

５，海の水になれて体がしっか

りしてきたら，海のたくさん

の食べものを食べてぐんぐん

大きくなる

６，３年も４年も海を泳ぎまわ

り，たまごをうむ時に自分が

生まれたもとの川へかえって

くる。
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●本時の展開（本時４／９） 

 （１）本時の学習範囲 （第４段落／Ｐ．10Ｌ．７ ～ Ｐ．１１Ｌ．４）  
 
 （２）目 標 
   第４段落を読んで，時間的な順序に気をつけて大事なことを落とさずに正しく読み取り，さけの

赤ちゃんが成長をしていく様子を次のように書いたり話したりすることができる。 

     
  ・生まれたばかりさけの赤ちゃんは，大きさは２センチメートルくらいで，赤いぐみのような

ものをおなかにつけている。 

  ・やがてぐみのようなものがなくなり，３センチメートルぐらいの小魚になる。 
 
 （３）学習内容 
 【態 度】 △ 生まれたばかりのさけの赤ちゃんの様子や成長について正しく読もうとすること。 

 

 【技 能】 ○ 大事なところに気をつけて正しく読んだり書いたりすること。 
       ○ 成長の順序を考えながら音読をすること 

 

 【言語事項】● 文脈の中で語句の意味を理解すること。   

       ● 時間的な順序を表す言葉を理解すること。 

        「冬の間に」「やがて」 
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学習 
過程 

学習内容 
(△態度 ○技能 ●言語事項) 

学習活動 
（★てだて） 

□留意点      

☆評価の観点 
課題 １．④の段落を直観的に読み，課題を設定す

る。 

学習課題 

 
 

□ 直観的に読み

取ったことを基に

課題を設定する。 
□ 学習範囲を確

認し，話し合いな

がら学習課題を設

定する。 

方法 ２．課題を解決するための方法を考える。 

３．３種類の学習シートを紹介し，自分に合った

シートを選ぶ 

 

□ 合わないシー

トを選ぼうとして

いる子には助言を

する。 
（決定は本人） 

自己 
学習 

４．同じ学習シートを選んだものがグループにな

り，自己学習をする。 

（ハート・ダイヤコースと，スペードコー

スの２つに分かれる） 

 

 （♥コース） 
学習の方法を

確認し，自分

の力で自由に

読み取り，シ

ートに書く。

（♦コース） 
時間的な順序

に気をつけて

読み，分析し

た課題に即し

て読み取った

ことをシート

に書く。 

（♠コース） 
時間的な順序

に気をつけて

読み，課題を

分析したシー

トのリード文

やヒントをも

とにして，教

師とともに読

み取ったこと

をシートに書

く。 

 

共同

学習 

△生まれたばかりのさけの赤

ちゃんの様子や成長につい

て正しく読もうとするこ

と。 

○大事なところに気をつけて

正しく読み取ること。 

 

○成長の順序を考えながら音

読すること。 
 
 
 
●文脈の中で語句の意味を理

解すること。 
 「ぐらい」 
 「ぐみのみ」 
 「ようなもの」 
●時間的な順序を表す言葉を

理解すること。 
 「冬の間」 
 「やがて」 
 

５．自己学習をもとに，

さけの赤ちゃんの様子，

成長について話し合う。

・文脈の中で語句の意

味を理解する。 
 
６．評価基準を決める。

５．自己学習をもとに，

さけの赤ちゃんの様子，

成長について話し合う。 

・時間的順序をおさえ

る言葉，語句の意味を

文脈の中で理解する。 
 

６．評価基準を決める。 

□ 課題からそれ

ないように，課題に

もどりながら学習

をすすめる。 
□ 友だちとの相

違点，共通点を見つ

けながら話し合い

をする。 

生まれたばかりのさけの赤ちゃんはど

のようなようすですか。やがて，それら

はどのようにせい長していきますか。 
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自己 
評価 

 ７．話し合いをもとに評

価基準から自己評

価をする。 

Ａ 正確におさえら

れている。 
Ｂ おさえ方に過不

足がある。 
Ｃ 課題に合った答

え方ができていな

い。 
 

７．話し合いをもとに評

価基準から自己 評

価をする。 

Ａ 正確におさえら

れている。 
Ｂ おさえ方に過不

足がある。 
Ｃ 課題にあった答

え方ができていな

い。 
 

☆評価の観点 
 時間的な順序に

気をつけて，正確

に読み取ること

ができたか。 
☆評価方法 
 条件法による自

己評価 

Ａ…赤ちゃんの様

子と，成長する様

子を正確におさ

えている。 
Ｂ…赤ちゃんの様

子と，成長する様

子のおさえ方に

過不足がある 
Ｃ…課題に合った

答え方ができて

いない。 
 

学習

のや

り直

し 

 ８．評価の結果にもとづ

いて，学習のやり直しを

したり深化学習をしたり

する。 

Ａ…「さけの赤ちゃん

のおなかについて

いる赤いぐみのよ

うなものはなぜな

くなるか」をまとめ

る。 
Ｂ・Ｃ…時間的な順序

に気をつけながら

もう一度読み直し，

修正する。 
 

８．評価の結果にもとづ

いて，学習のやり直しを

したり深化学習をしたり

する。 

Ａ…「さけの赤ちゃん

のおなかについて

いる赤いぐみのよ

うなものはなぜな

くなるか」をまとめ

る。 
Ｂ・Ｃ…時間的な順序

に気をつけながら

もう一度読み直し，

修正する。 
 

・叙述にもどり，読

み直して修正させ

る。 

到達  ９．さけの赤ちゃんの成

長の様子を考えて音読

する。 

９．さけの赤ちゃんの成

長の様子を 考えて音

読する。 
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  「 さ け が 大 き く な る ま で 」 学 し ゅ う シ ー ト ３ 
                     

学 し ゅ う す る と こ ろ （ ④ ） 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

□ ・ △ の 人 ・ ・ ・ さ け の 赤 ち ゃ ん の よ う す と せ い 長 を 考 え な が ら も う 一 度 読 み な お

し て 、 か だ い に 答 え ま し ょ う 。 
 ○ の 人 ・ ・ ・ ・ ・ 次 の こ と を 考 え ま し ょ う 。 

 

＊ さ け の 赤 ち ゃ ん の お な か に つ い て い る 赤 い ぐ み の よ う な も の は 、 な ぜ な く な り 
 ま す か 。 
 

 

 

 

 

 

か だ い 
生 ま れ た ば か り の さ け の 赤 ち ゃ ん は ど の よ う な よ う す で す か 。 や が

て 、 そ れ ら は ど の よ う に せ い 長 し て い き ま す か 。 

二 年  

♥
 

  

じ こ ひ ょ う か 学 し ゅ う の 

や り な お し 

  

 〈 学 し ゅ う の や り 方 〉 

① 生 ま れ た ば か り の さ け の 赤 ち ゃ ん の よ う す や 、 そ れ ら の せ い 長 に 気 を つ け て 読 み ま 

し ょ う 。 

② か だ い に 合 う よ う に 書 き ま し ょ う 。 
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   「 さ け が 大 き く な る ま で 」 学 し ゅ う シ ー ト ３ 
                     

学 し ゅ う す る と こ ろ （ ④ ） 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

○ う ま れ た ば か り の さ け の 赤 ち ゃ ん は 、 ど ん な よ う す で し ょ う か 。 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ や が て さ け は 、 ど の よ う に せ い 長 し ま す か 。 
 
 
 
 
 
 
  
 
 

□ ・ △ の 人 ・ ・ ・ さ け の 赤 ち ゃ ん の よ う す と せ い 長 を 考 え な が ら も う 一 度 読 み な お 

し て 、 か だ い に 答 え ま し ょ う 。 
 ○ の 人 ・ ・ ・ ・ ・ 次 の こ と を 考 え ま し ょ う 。 

 

＊ さ け の 赤 ち ゃ ん の お な か に つ い て い る 赤 い ぐ み の よ う な も の は 、 な ぜ な く な り 
 ま す か 。 

か だ い 
生 ま れ た ば か り の さ け の 赤 ち ゃ ん は ど の よ う な よ う す で す か 。 や が

て 、 そ れ ら は ど の よ う に せ い 長 し て い き ま す か 。 

二 年  
♦
 

  

  

じ こ ひ ょ う か 学 し ゅ う の 

や り な お し 

  

 〈 学 し ゅ う の や り 方 〉 

① 生 ま れ た ば か り の さ け の 赤 ち ゃ ん の よ う す や 、 そ れ ら の せ い 長 に 気 を つ け て 読 み ま 

し ょ う 。 

② 生 ま れ た ば か り の さ け の 赤 ち ゃ ん の よ う す と 、 そ れ ら の せ い 長 が わ か る と こ ろ に 

サ イ ド ラ イ ン を ひ き ま し ょ う 。 
 ③ か だ い に 合 う よ う に 書 き ま し ょ う 。
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  「 さ け が 大 き く な る ま で 」 学 し ゅ う シ ー ト ３ 
                     

学 し ゅ う す る と こ ろ （ ④ ） 
 
 
 
 

 
 
 
 

○ う ま れ た ば か り の さ け の 赤 ち ゃ ん は 、 ど ん な よ う す で し ょ う か 。 

 ① 大 き さ は ど れ く ら い で す か 。 
 
 
 ② お な か に ど ん な も の が つ い て い ま す か 。 
 
  
 
 

○ や が て さ け は 、 ど の よ う に せ い 長 し ま す か 。 
 ① お な か に つ い て い る も の は ど う な り ま す か 。 
 

 
 ② ど の く ら い の 大 き さ の 小 魚 に な り ま す か 。 
 

 
 
 
 
 

□ ・ △ の 人 ・ ・ ・ さ け の 赤 ち ゃ ん の よ う す と せ い 長 を 考 え な が ら も う 一 度 読 み な お 

し て 、 か だ い に 答 え ま し ょ う 。 
 ○ の 人 ・ ・ ・ ・ ・ 次 の こ と を 考 え ま し ょ う 。 

 

＊ さ け の 赤 ち ゃ ん の お な か に つ い て い る 赤 い ぐ み の よ う な も の は 、 な ぜ な く な り 
 ま す か 。 
 

か だ い 
生 ま れ た ば か り の さ け の 赤 ち ゃ ん は ど の よ う な よ う す で す か 。 や が

て 、 そ れ ら は ど の よ う に せ い 長 し て い き ま す か 。 

二 年  

♠
 

じ こ ひ ょ う か 学 し ゅ う の 

や り な お し 

  

  

 

 〈 学 し ゅ う の や り 方 〉 
 ① 生 ま れ た ば か り の さ け の 赤 ち ゃ ん の よ う す や 、 そ れ ら の せ い 長 に 気 を つ け て 読 み ま 

し ょ う 。 

② 学 し ゅ う シ ー ト に そ っ て 学 し ゅ う を し ま し ょ う 。 
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